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パ ネル

分
な

り
。

皆
業
よ
り
生
じ

、

業
を

所
依
と

為
す

。

業
は

能
く
諸
の

有
情
類

の

彼
々

の

処

所
・

高
下
・

勝
劣
を

分
判
す
”

」

と

説
く

。

し
か

し
、

器
と

し
て

の

世
界
は
そ

う
で

は

な
い
。

す
な

わ
ち

、

「

有
情
の

類、

此
の

処
所

に

於
い

て

共

業
増
長
す
れ

ば
、

世
界
便
ち

成
じ
、

共

業
若
し

尽
き
れ
ば

世

界

便
ち

壊
す

。

」

（
『

大
毘
婆
沙

論
』

＄
b 。

9
°。

）

　

有
情
は
自
ら

所
作
し

た

業
（
不

共
業
）

の

別
に

よ
っ

て
、

そ

れ
ぞ
れ

が

種
々

の

異
熟
の

果
報
を

受
け
る

が
、

世
間
は

自
ら

業
を

為
す
こ

と

が
な
い

の

で

異
熟
果
を

受
け
る

こ

と

も
な
い

。

一

方
、

世
間
は

有
情
の

共

通
の

業

に

よ
っ

て

生

滅
す

る。

こ

の

世
界
の

生

滅
に

か

か

わ
る

の

を
〈

共
業
〉

（
ω

凹

軌
げ
蘭
「

薗

コ
曽−
犀
帥

吋

ヨ
四
郎）

と

い

う
。

こ

れ

は

他
人
と

共

有
し

う
る

結
果

を

も
た
ら
す

行
為
の

力
で

あ
り、

世
界
を

現

象
す
る

原
因
で

あ
る

。

山
河

大
地
な
ど
の

環
境
世
界
は

、

多
く
の

人
々

が

共
通
に

享
受
で

き

る
も
の

で

あ
り、

〈

共

業
〉

の

結
果
で

あ
る

。

こ

の

業
の

理

論
が

輪
廻
と

環
境
と

い

う
世
界
創
造
の

仕
組
み

を
解
説
す
る

ポ
イ

ン

ト

と
な
る

。

そ

し

て
、

イ
ン

ド

仏
教
の

自
然

観
も
こ

の
一

連
の

考

察
の

中
で
、

捉
え
る
こ

と

が
で

き

る
。

日

本
仏
教
と
エ

コ

・

フ

ィ

ロ

ソ

フ

ィ
竹

村

牧

男

　
仏
教
で

は
、

一

個
の

衆
生
の

身
・

心
は
、

器
世
間
に

置
か

れ

て、

生
き

て

い

る

と

認
識
し
て

お

り、

器
世
間
の

問
題
を
け
っ

し

て

無
視
し
て

は
い

な

い
。

仏
教
で

は、

身
・

心
と

器

世
間、

正

報
と

依
報

、

衆
生
と

国
土
と

を
、

常
に

セ

ッ

ト

と

し

て

捉
え
て

い

る

の

で

あ
る

。

　
我
々

は
過
去

世
の

業
果
と

し

て、

人

間
界
に

生
ま

れ
て

お

り
、

人
間
の

身

体
を

有
し
て

い

る
。

こ

の

人

聞
の

環
境
世
界
は

、

娑
婆
と

も

言
わ

れ、

穢
土
と

も
言
わ

れ
て

い

る
。

そ

の

環

境
と

我
々

の

個
体
は、

決
し
て

切
り

離
せ

な
い

の

で

あ
る

。

し
か

し

心
を
浄
化
す
る

こ

と
に

よ
っ

て、

よ
り
よ

い

環
境
に

生
ま
れ

得
る

と

い

う。

　
一

方
で、

こ

の

世
界
は

本
来

、

浄
土
で

あ
る

と

の

見
方
も

あ
る

。

『

法

華
経
』

「

如
来
寿
量

品
」

に、

こ

の

娑
婆
世

界
は

、

実
は

久
遠

実
成
の

仏

の

い

ま

す
浄
土
で

あ
る

と

主
張
さ

れ
て

い

る
。

ち
な
み

に
、

『

法

華
経
』

に

基
づ

く
天
台
宗
の
、

一

念
三

千
の

思
想
は、

こ

の

こ

と
を
理
論
化
し

よ

う
と

し
た

も
の

と

見
る

こ

と

が
で

き

る

で

あ
ろ
う

。

　
ま

た
、

こ

の

こ

と

の

表

現
の
一

つ

を
、

天
台
宗
に

お

け
る

「

草
木
国
土

悉

皆
成
仏
」

の

議

論
の

中
に

見
る

こ

と

が

で

き
る

。

こ

の

句
は

日
本
の

天

台

宗
の

教
学
研
究
の

営
み

の

中
で

作
ら
れ
た
と

考
え
ら

れ
、

こ

の

思
想
の

背

景
に

あ
る
哲
学
。

論
理
に

つ

い

て
、

た
と

え
ば

天
台
宗
の

忠
尋
（

一

Q

六
五

1
｝

＝
二

八）

作
と

伝
え
る

『

漢
光
類
聚
』

（
実
際
に

は
、

一

二

五

〇

年
こ

ろ

の

作
ら

し

い
）

に

は、

ま

と

ま

っ

た

形
で

示
さ

れ

て

い

る
。

こ

れ
に

よ
れ

ば
、

「

草
木
国
土
悉
皆
成

仏
」

の

句
は、

「

草
木
国
土
も

成
仏
で

き
る
」

と

い

う
意
味
よ

り
も、

「

草
木
国
土

は

悉

皆、

成
仏
し

て

い

る
」

と
い

う

意
味
に

と

る
べ

き
も
の

で

あ
る

。

　
こ

の

よ

う
に
、

人
間
世
界
の

環
境
世
界
も

仏
を

本
体
と

し
て

い

る

と

の

思

想
は

、

空
海
の

密
教
に

も
示
さ

れ
て

い

る
。

一

例
に
、

『

吽

字
義』

に

は、

「

常
遍
の

本
仏
は

、

損
せ

ず

虧
せ

ず
。

汗
字
の

実
義
は

、

汝
等
応
に

知
る

べ

し
。

水

外
に

波
無
し、

心

内
即
ち

境
な

り
。

草
木
に

仏
無

く
ん

ば、

波
に

則
ち

湿
な

け
ん

。

彼
れ
に

有
っ

て

此
れ

に

無
く
ん

ぱ
、

権
に

非
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ず
し
て

誰
ぞ

。

…
…

　
三

諦
円
渉
に

し

て

　
十
世

無
礙
な

り。

三

種
世
間

は、

皆
な
こ

れ

仏
体
な
り

。

四

種
曼
荼
（

大
曼
荼
羅
・

法
曼

奈
羅
・

三

摩

耶
曼
荼
羅

・

羯
磨
曼
荼
羅）

は、

即
ち

是
れ

真
仏
な
り

。

汗
の

実
義、

応

に

是
の

如
く

学
す
べ

し
。

…
…

」

と

あ
る

。

空
海
の

他
の

文

献
に

も、

こ

う
し

た
思
想
を

見
る

こ

と

が

で

き

る
。

　

こ

の

ほ

か
、

禅
宗
の

道
元

も
ま
た、

『

正

法
眼

蔵
』

「

山
水

経
」

に

お

い

て
、

「

而
今
の

山
水
は
、

古

仏
の

道
現
成
な

り
。

と

も
に

法
位
に

住
し

て、

究
尽
の

功
徳
を

成
ぜ

り
。

空

劫
巳
前
の

消
息
な
る

が

ゆ

え
に、

而
今
の

活

計
な
り

。

朕
兆
未
萌
の

自
己
な

る

が

ゆ
え
に
、

現
成
の

透
脱
な
り

」

と

説

い

て

い

る
。

山
水
は

仏
と
し
て

説
法
し

て

い

る
と
い

う

の

で

あ
る

。

　

と

い

う
わ

け
で
、

日

本
仏

教
の

多
く
の

立
場
で

は
、

む

し

ろ

こ

の

我
々

人
聞
が

住
む

娑
婆
世
界
が

そ
の

ま
ま

仏
の

国
土
で

あ
る

の

だ

と

説
か

れ

て

い

る

こ

と

を

見
た

。

以

上
の

「

仏

教
の

環
境
観
」

は
、

サ

ス

テ

イ
ナ

ビ

リ

テ

ィ

を

追
求
す
る
立

場
に

対
し
て、

ど
ん

な

意
味
を

有
し

て

い

る

と

考
え

ら

れ

よ

う
か
。

以

下
、

多
少
な
り
と
も、

そ

の

意
義
を
く
み

取
っ

て

み

た

い
。

 
自
己
と

環
境
の

不
二

の

関
係
の

了
解
に

基
づ

く
、

自
己

観
・

自
然
観
の

　

変
化
に

よ
る

自
然
環

境
へ

の

姿
勢
の

改
善

。

 
環
境
の

仏

国
土

性
の

了

解
に

よ

る、

自
然

環
境
尊
重
へ

の

根

本
姿
勢
の

　

確
立。

 
心
の

浄
化
が

自
然
の

徳
の

顕
現
に

つ

な

が

る

こ

と
の

了
解
に

よ
る

、

環

　

境
倫
理

、

ラ
イ
フ

ス

タ
イ
ル

の

方
向
性
の

明
確
化

。

　
ほ
か

に

も

あ
る
と

思
う
が
、

ひ

と

ま

ず

仏
教
思
想
の

中
に

見
出
さ

れ
る

エ

コ

・

フ

ィ

ロ

ソ
フ

ィ

の

可

能
性
に

つ

い

て

考
察
し
て

み

た
。

天

人
相
関
の

理

論
と

実
践

　
　

−
風
水
と

煉
丹
術

1

野

　
村

　
英

　
登

　

東
西
の

自
然
観
を
い

う
と

き、

し
ば
し
ば
我
々

は
調
和
と

支
配
を

対
置

し
が

ち

で

あ

る

が
、

中
国
で

は、

人

間
は

自
然
を
生
き

て

い

く
上
で

の

規

範
と

し

つ

つ
、

同
時
に

統
制
の

対
象
と

も
し

て

き

た。

そ
の

自
然
観
を

代

表
す

る

の

が
い

わ

ゆ
る
天
人

相
関
の

思
想
で

あ
り、

そ

の

工

学
的
な

実
践

と

し

て

風
水
や

煉
丹
術
が

あ
る

。

そ

れ

ぞ
れ
の

内
容
に

つ

い

て

は

す
で

に

多
く
の

研
究
が

存
在
す
る

の

で
、

そ
の

成

果
に

拠
り
つ

つ
、

こ

こ

で

は

エ

コ

・

フ

ィ

ロ

ソ

フ

ィ

を

考
え
る

上
で

の

重
要
な
論
点
を

示
し

て

み

た

い
。

　

ま
ず
儒
教
に

よ

る

帝
国
の

体
制
理
論
を

組
み

立

て

た

漢
の

董

仲
舒
か

ら

代
表
的
な
天
人

相
関
の

思
想
を
ま
と

め

て

み

よ

う
。

彼
の

議
論
で

多
く
費

や

さ

れ
て

い

る

の

は、

「

天

地
の

問
に

陰
陽
の

氣
有

り
。

常
に

入

を

漸

（
ひ

た）

す
は

水
の

常
に

魚
を
漸
す
が

若
き
な
り

。

水
と

異
な

る

所
以
の

者
は

見
る
べ

き
と

見
る

べ

か

ら

ざ
る

の

み
。

…
…

是
の

澹
澹
の

中
に

治
亂

の

氣
を

以
て

之
と

流
通
し

て

相
轂
饌
す
る

な
り

。

故
に

入
氣

和
調
し
て

天

地
の

化

美
た

り
、

惡
に

骰
（
ま
）

じ

れ
ば

味
敗
る

。

」

（
「

春

秋
繁
露
』

如

天

之
爲
篇
）

と

い

っ

た

自
然
観
を

背
景
と
し
て

、

「

刑
罰
中
ら

ざ
れ

ば、

則
ち

邪
氣
を
生

み、

邪
氣
下
に

積
め

ば
、

怨
惡
上
に

畜
（
あ
つ
）

ま
る

。

上

下
和
せ

ざ
れ

ば、

則
ち

陰
陽
繆
（
み

だ
）

れ
整
（

も
と）

り

て

妖
蕈
生

ず
。

此
れ
災

異
の

縁
り

て

起
こ

る

所
な

り
」

（

董

仲
舒

伝）

と
し

て
、

人

間
の

行
い

が
天

地
の

運
行
に

機
械
的
に

影
響
を
及
ぼ

し
う
る

と

い

う
理
論
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